






 広報うさ⎜ 

決算の特徴
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▼
「
宇
佐
市
版
総
合
戦
略
」
の
政
策
目
標
達
成
に
向
け
重
点
施
策
を
推
進

　

平
成
28
年
度
は
、
総
合
戦
略
の
ス
タ
ー
ト
の
年
に
あ
た
り
「
宇
佐
市
創

生
重
点
化
予
算
」
と
し
て
、
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
項
目
を
整
理
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
雇
用
や
新
し
い
人
の
流
れ
の
創
出
、
子
育
て
支
援
、

地
域
づ
く
り
な
ど
総
合
戦
略
に
盛
り
込
ま
れ
た
施
策
に
、
さ
ら
な
る
予
算

の
重
点
化
を
進
め
、
地
方
創
生
関
連
の
交
付
金
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

▼ 
財
政
健
全
化
の
推
進

　

財
政
運
営
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
、
普
通
交
付
税
の
大
幅

な
減
少
な
ど
の
影
響
に
よ
り
92
・
5
％
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
6
・
6
％

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
将
来
負
担
の
見
直
し
な
ど
を
示
す
指

標
に
つ
い
て
は
、
交
付
税
措
置
の
有
利
な
起
債
の
活
用
や
借
入
の
抑
制
に

努
め
た
結
果
、
実
質
公
債
費
率
が
5
・
1
％
、
将
来
負
担
比
率
が
△
37
・

5
％
と
、
引
き
続
き
国
の
基
準
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
行
財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
経
常
経
費
の
節
減
や
国
・
県
補

助
金
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
で
財
源
を
確
保
し
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
ま
す
。

▼ 

地
方
創
生
の
さ
ら
な
る
推
進
に
向
け
て

　

す
く
す
く
子
育
て
祝
金
の
創
設
や
保
育
料
の
軽
減
を
中
心
と
し
た
「
子

育
て
支
援
」、創
業
・
起
業
や
企
業
誘
致
支
援
な
ど
の「
雇
用
創
出
」の
ほ
か
、

定
住
促
進
関
係
の
拡
充
や
産
業
・
観
光
振
興
対
策
な
ど
「
新
し
い
人
の
流

れ
の
創
出
」
や
「
地
域
づ
く
り
」
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

学
校
施
設
改
修
・
耐
震
化
事
業
が
落
ち
着
き
、
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
仮

称
）
に
係
る
遺
構
め
ぐ
り
拠
点
施
設
の
建
設
や
岳
切
渓
谷
キ
ャ
ン
プ
場
整

備
事
業
の
着
工
を
は
じ
め
、
プ
ー
ル
施
設
改
修
や
エ
ア
コ
ン
設
備
の
予
算

化
な
ど
、
国
県
支
出
金
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
必
要
な
投
資
を
行
い

ま
し
た
。

問合せ　企画財政課 財政係（☎ 27-8108）

平成 28 年度、市のお金がどのように使われたのかお知らせします。

区分 　収入額 収入率
市民税 27 億 9,527 万 0 千円 97.6％
固定資産税 25 億 6,358 万 6 千円 95.8％
軽自動車税 1億 9,718 万 1 千円 92.7％
市たばこ税 3億 9,550 万 7 千円 100.0％
入湯税 224 万 3千円 100.0％
都市計画税 1億 4,069 万 7 千円 95.7％

計　60 億 9,448 万 4 千円

市税

区分 残高
財政調整基金 55 億 3,020 万 6 千円
減債基金 44 億 3,810 万 9 千円
その他特定目的基金 83 億 2,109 万 6 千円

計　182 億 8,941 万 1 千円

基金

会計 歳入　 歳出　
国民健康保険 82億　980 万 9千円 80 億 5,327 万 9 千円
介護保険 61億 1,894 万 7千円 59 億 2,765 万 2 千円
後期高齢者医療 7億　415 万 4千円 7億　223 万 2千円
介護サービス 3億 5,762 万 6 千円 3億 4,023 万 2 千円
簡易水道 6億 6,113 万 1 千円 5億 8,953 万 4 千円
公共下水道 12億 8,735 万 3千円 12 億 2,336 万 2 千円
特定環境保全
公共下水道 1億 5,867 万 7 千円 1億 5,296 万 1 千円

農業集落排水 2億 9,436 万 5 千円 2億 8,704 万 2 千円
水道 6億 5,764 万 3 千円 6億　673 万 8千円

特別会計

会計 残高
一般会計 250 億 6,254 万 1 千円

特 

別 

会 

計

公共下水道 62 億 1,845 万 4 千円
農業集落排水 21 億 1,181 万 5 千円
特定環境保全
公共下水道 10 億 5,271 万 0 千円

簡易水道 18 億 2,149 万 2 千円
介護サービス 1億 1,811 万 3 千円

計　363 億 8,512 万 5 千円

市債



⎜ 広報うさ

義務的経費
その他

投資的
経費

54%

10%

36%

公債費（10%）29 億 3,276 万円

普通建設事業費など（10%）
28 億 4,437 万円

積立金・貸付金など（3%）7 億 3,243 万円

人件費（18%）
51 億 5,254 万円

扶助費（26%）
74 億 3,841 万円物件費（12%）

33 億 3,609 万円

補助費など（7%）20 億 3,397 万円

維持補修費（1%）2 億 8,130 万円

繰出金（13%）35 億 7,391 万円

歳出

283億
2,578万円

歳入

299億
5,474万円

自主財源

依存財源

35%

65%

その他（4%）10 億 8,711 万円
市税（20%）
60 億9,448 万円

地方交付税（31%）
93 億 4,597 万円

国庫支出金（15%）
45 億 3,162 万円

県支出金（9%）
28 億 2,877 万円

市債（6%）17 億 8,495 万円

諸収入（2%）
6 億 1,944 万円

使用料・手数料（2%）
6 億 3,649 万円
分担金・負担金（1%）
1 億 8,925 万円

繰入金（8%）
22 億 4,238 万円

繰越金（2%）
5 億 9,428 万円

一般会計

年収500万円（月収416,700 円）に例えた場合

※金額は１カ月あたりの収入額と支出額（416,700 円）に対する各項目の割合から算出しています。

◎支出
食費（人件費）	 75,800 円
医療費（扶助費）	 109,400 円
ローン返済（公債費）	 43,200 円
家などの改修費（普通建設事業費など）	 41,800 円
光熱水費（物件費）	 79,000 円
車などの修理費（維持補修費・補助費）	 4,100 円
子どもへ仕送り（繰出金）	 52,600 円
貯金など（積立金・貸付金）	 10,800 円

計 416,700 円

◎収入
給与（市税）	 84,800 円
パート収入（使用料・手数料など）	 20,100 円
親からの仕送り（地方交付税など）	 247,500 円
貯金のとりくずし（繰入金）	 31,200 円
前年の余り（繰越金）	 8,300 円
ローン借入れ（市債）	 24,800 円

計 416,700 円
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 広報うさ⎜ 

　

起
業
・
創
業
に
と
も
な
う
助
成
や
、

工
場
な
ど
を
設
置
し
た
場
合
に
奨
励
金

を
交
付
し
、
工
業
の
振
興
と
雇
用
機
会

の
増
大
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
市
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の
振
興
の

た
め
、
担
い
手
支
援
や
生
産
拡
大
に
向

け
た
整
備
助
成
や
宇
佐
産
木
材
の
需
要

拡
大
へ
向
け
た
助
成
事
業
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
「
ウ
サ
ノ
チ
カ
ラ
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
１
次（
生
産
）、２
次（
加

工
）、
３
次
（
流
通
）
産
業
を
機
能
的

に
連
携
さ
せ
、
宇
佐
の
力
が
み
な
ぎ
る

逸
品
を
全
国
に
発
信
す
る
６
次
産
業
事

業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

1安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る

　

よ
り
多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
た

め
、
歴
史
・
文
化
・
自
然
・
グ
ル
メ
な

ど
観
光
資
源
の
Ｐ
Ｒ
、
外
国
人
観
光
客

の
誘
客
を
目
指
し
て
海
外
に
向
け
た
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
受
け
入
れ
態
勢

の
整
備
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま

た
、
空
き
家
解
消
の
た
め
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
者
へ
の
空
き
家
案
内
・
支
援
な
ど
移

住
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
態
勢
づ
く
り

を
進
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
宇
佐
海
軍

航
空
隊
関
連
の
戦
争
遺
構
の
保
存
と
活

用
の
た
め
の
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想

の
ほ
か
、
岳
切
渓
谷
キ
ャ
ン
プ
場
施
設

整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

2新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負
担
を
軽

く
す
る
た
め
、
出
産
祝
金
な
ど
の
支
給

や
、
多
子
世
帯
の
保
育
料
の
軽
減
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒
へ
の

健
全
な
育
成
と
き
め
細
か
な
教
育
を
行

う
た
め
の
学
習
環
境
と
指
導
体
制
づ
く

り
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
豊
か
な
国
際

感
覚
を
身
に
付
け
た
人
材
の
育
成
を
目

指
し
、
中
・
高
校
生
の
短
期
留
学
を
支

援
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
や
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
感
染
や
ま
ん

延
防
止
、
重
症
化
予
防
の
た
め
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

3結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の

希
望
を
か
な
え
る

　

地
域
の
絆
で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
の
支

援
や
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
過
疎
化
・
高
齢
化
・

単
身
化
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

衰
退
を
防
ぐ
た
め
、
住
民
自
治
組
織
と

行
政
が
協
力
し
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
消
防
施
設
の
整
備
や
自
主
防

災
組
織
の
支
援
な
ど
防
災
減
災
対
策
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

4地
域
を
つ
く
り
、
地
域
と

地
域
を
連
携
す
る

企業誘致支援費
102,563 千円

岳切渓谷キャンプ場施設整備
74,635 千円

小中学校教育支援員等配置事業
122,482 千円

新コミュニティ形成推進費
49,266 千円
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